
科
学
技
術
振
興
に
高
い
見
識

金
　
子
　
岩
　
三

私
が
大
平
先
生
の
謦
咳
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
三
年
、
衆
議
院
議
員
初
当
選
と
同
時
に
宏
池
会
に
所
属
し
、

故
池
田
勇
人
先
生
か
ら
ご
紹
介
を
受
け
た
時
か
ら
で
あ
る
。
私
は
長
崎
県
議
会
議
長
時
代
に
、
当
時
の
大
蔵
大
臣
池
田
先
生
か
ら
長

崎
県
の
予
算
問
題
で
た
び
た
び
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
宏
池
会
に
入
会
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
以
来
実
に

二
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
大
平
先
生
の
ご
教
導
を
賜
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

特
に
五
十
三
年
十
二
月
、
第
一
次
大
平
内
閣
の
組
閣
に
際
し
て
私
が
科
学
技
術
庁
長
官
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
は
、
大
平
総
理
の
科

学
技
術
振
興
に
対
す
る
高
い
見
識
と
大
き
な
熱
意
に
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、
総
理
就
任
後
の
「
科
学
技
術
の
史
的
展
開

研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
初
会
合
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
独
自
の
科
学
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
類
社
会
の
発
展
に

一
層
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
想
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
、
科
学
技
術
庁
が
長
年
に
わ
た
っ
て
予
算
要
求
を
続
け
、

そ
の
開
催
を
熱
望
し
て
い
た
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
博
覧
会
は
、
二
十
一
世
紀
を
創
造
す
る
科
学
技
術
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
内
外
に
示
し
、
特
に
青
少
年
に
未
来
の
科
学
技
術
を
正
し

く
理
解
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
に
筑
波
研
究
学
園
都
市
で
の
開
催
を
計
画
し
た
も
の
だ
が
、
財
政
再
建
を
理
由
に
大
蔵
省
は
強

い
難
色
を
示
し
て
い
た
。
私
は
財
政
再
建
も
重
要
だ
が
、
と
か
く
せ
ち
が
ら
い
世
相
の
な
か
で
青
少
年
に
夢
を
も
た
せ
る
こ
と
も
政

治
の
要
諦
と
考
え
て
、
五
十
四
年
十
一
月
の
博
覧
会
国
際
事
務
局(

B
I
E)
へ
の
立
候
補
に
間
に
合
う
よ
う
全
力
を
あ
げ
た
。



幸
い
土
光
経
団
連
会
長
（
当
時
）
を
会
長
と
す
る
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
推
進
協
議
会
も
設
立
さ
れ
、
私
を
後
押
し
し
て
く
れ
た

が
、
金
子
一
平
大
蔵
大
臣
が
財
政
難
を
た
て
に
な
か
な
か
「
ウ
ン
」
と
い
わ
な
い
。
何
回
か
閣
議
で
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
あ
と
、

私
は
首
相
官
邸
に
の
り
込
ん
で
大
平
総
理
に
博
覧
会
開
催
の
意
義
を
力
説
し
た
。「
ウ
ン
、
そ
れ
で
い
い
よ
。
た
だ
、
建
設
費
に
つ

い
て
は
財
政
事
情
も
充
分
考
慮
し
て
ほ
し
い
」。
大
平
総
理
の
こ
の
ひ
と
こ
と
で
開
催
は
決
ま
り
、
正
式
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
。

も
う
一
つ
は
、.
五
十
四
年
八
月
に
東
海
・
大
洗
の
原
子
力
研
究
施
設
を
終
日
視
察
さ
れ
た
時
の
想
い
出
で
あ
る
。
石
油
に
代
わ
る

将
来
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
核
融
合
が
最
も
有
力
と
い
う
の
が
私
の
長
官
時
代
に
体
得
し
た
認
識
だ
っ
た
が
、
日
本
原
子
力
研
究

所
の
核
融
合
研
究
施
設
に
ご
案
内
し
た
時
、
大
平
総
理
は
「
ウ
ー
ン
、
こ
れ
だ
な
」
と
強
い
関
心
を
示
さ
れ
た
。
大
平
総
理
に
原
子

力
施
設
を
見
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
核
融
合
を
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
と
見
抜
か
れ
た
の
は
さ
す

が
に
慧
眼
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
原
子
力
委
員
会
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
型
重
水
炉
（
C
A
N
D
U
炉
）
を
輸
入
す

る
か
ど
う
か
が
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
時
、
総
理
は
国
産
化
を
優
先
し
輸
入
は
見
送
る
と
い
う
原
子
力
委
員
長
の
立
場
を
支
持

し
て
く
れ
た
。
科
学
技
術
行
政
の
推
進
で
、
終
始
私
の
立
場
を
理
解
、
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

た
だ
心
の
こ
り
は
、
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
政
治
が
、
い
よ
い
よ
大
平
哲
学
に
よ
っ
て
大
き
く
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
、
国
民
の

大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
た
や
さ
き
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

五
十
四
年
十
月
の
総
選
挙
以
来
、
戦
後
か
つ
て
み
な
い
政
局
の
大
混
乱
の
な
か
で
必
死
に
政
局
の
安
定
を
求
め
、
心
身
と
も
に
全

力
を
尽
し
た
大
平
総
理
は
、
五
十
五
年
五
月
の
内
閣
不
信
任
案
可
決
に
よ
る
国
会
解
散
・
衆
参
同
時
選
挙
の
真
最
中
、
戦
死
さ
れ
た

わ
け
だ
が
、
こ
の
大
平
総
理
の
尊
い
死
は
、
選
挙
の
大
勝
と
と
も
に
鈴
木
内
閣
の
誕
生
と
今
日
の
政
局
の
安
定
を
も
た
ら
し
、
わ
が

国
保
守
党
の
最
大
の
危
機
を
救
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
将
来
の
国
運
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
わ
け
で
あ
り
、
故
大
平
総
理
の

偉
大
な
業
績
と
し
て
政
治
史
に
銘
記
さ
れ
末
永
く
た
た
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
衆
議
院
議
員
・
第
一
次
大
平
内
閣
科
学
技
術
庁
長
官
）
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